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地方創生推進交付金を活用した 

中部山岳国立公園活性化の取り組みについて 

（平成３１年度事業実績） 

 

１.事業名称 

  中部山岳国立公園活性化事業（岐阜県連携事業） 

２.事業の目的 

  地域資源を最大限に活用しながら、観光客の長期滞在が可能な地域の創出を図

り、中長期的に、自然環境を守りながら多様な自然の魅力を活用した持続的な観

光地を創出することを目指す（岐阜県・高山市連携事業）。 

３.主な事業の内容 

  ・ガイド人材の育成・ガイドプログラムの整備 

  ・飛騨山脈ジオパーク構想の推進 

  ・環境教育の推進 

  ・公園の魅力発信と周遊滞在の促進 

  ・総合的な利用拠点の整備 

  ・大都市圏等からの誘客促進    

４.平成３１年度事業実績 

 (1)交付対象事業費 ３７，６０３千円（うち高山市分 １６，３７６千円） 

 (2)交付金申請額  １８，８０１千円（うち高山市分 ８，１８８千円） 

 (3)高山市対象事業 

  ①飛騨山脈ジオパーク構想の推進 

   〇事業内容： 

    ・飛騨山脈ジオパーク協議会への負担金支出 

    ・同協議会によるジオツアーやジオパーク基礎講座、トークショー、出前

講座等の開催、ロゴマーク、ＨＰ等の作成（「参考資料１」参照） 

   〇事業実績額 ： １４，５００，０００円 

   〇交付金充当額：  ７，２５０，０００円 

  ②大都市圏からの誘客促進事業 

   〇事業内容： 

    ・乗鞍スカイライン早期開通事業（「参考資料２」参照） 

   〇事業実績額 ：     １，８７６，１３３円 

   〇交付金充当額：       ９３８，０００円  

資料５ 
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「飛騨山脈ジオパーク推進協議会」の活動実績について 

 

１.ジオパークとは 

 ジオパークとは、科学的に貴重な、あるいは景観として美しい地形・地質などの

「大地の遺産＝ジオ」を保全するとともに、教育・研究・普及に活用し、さらにガ

イド付きツアー（ジオツアー）を通じて、大地に親しみ、その成り立ちや生態系、

人々の生活を学ぶ公園（パーク）のことです。 

 ジオパークでは、まずそのジオパークの見どころとなる場所を「ジオサイト」に

指定し、多くの人が将来にわたって地域の魅力を知り、利用できるよう保護を行う

とともに、それらのジオサイトを教育やジオツアーなどの観光活動に活かし、地域

を元気にする活動や、そこに住む人たちに地域の素晴らしさを知ってもらう活動を

行います。 

 

２.飛騨山脈ジオパークの可能性 

 飛騨山脈には、日本列島の形成を示す地質時代の継続的な地殻変動の痕跡や地質

学的価値の高い岩石が認められ、その分布範囲は、飛騨山脈ジオパーク構想が取り

組むエリア（丹生川町、奥飛騨温泉郷、上宝町）にほぼ集約されており、この狭い

範囲内で５億年に及ぶ時間を体感することができます。 

 エリア内には、世界一若い花崗岩である「滝谷花崗閃緑岩」をはじめ、笠ヶ岳の

縞模様に代表される「火山活動と激しい浸食」の痕跡、日本最古の化石といわれる

「コノドント化石」、活発な活火山である「焼岳」など、その地形・地質学的遺産は

地質学的に優れており、かつ多種多様にわたります。 

 

３.飛騨山脈ジオパーク構想の目指す姿 

 ジオパークに取り組む目的や意義などについて議論を重ねた結果、それは、地域

の人たちの「愛する地域に住み続けたい・守りたい・伝えたい」という思いを、「ジ

オパークの要素を活かした地質学的・科学的な手法で地域の新たな魅力を発掘し、

「地域の盛り上がりを生み出す」ことで実現しようとするものであるという結論に

いたりました。 

 ジオパークの取り組みをきっかけとし、地域全体を今までと異なる視点で見つめ

ることで、地域住民が飛騨山脈の成り立ちを学び、地域の素晴らしさを再認識・再

発見する機会につなげること、さらに、地域を支える子どもへの教育活動を推進す

ることで、「若者が地域に魅力を感じ、地域に誇りを持ち、地域に住み続けることが

できる、持続可能な地域づくり」の実現を目指す姿に取り組みが進めらています。 

参考資料１ 
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４.飛騨山脈ジオパーク推進協議会の概要 

 ①目的 

  地域住民や企業・団体による主体的な活動のもと、飛騨山脈地域（高山市エリ

ア）における地質遺産の保全を図るとともに、教育や学習活動、ジオツーリズム

を推進することにより、持続可能な地域振興に資することを目的とする。 

 ②事業 

  協議会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事業を行う。 

  （１）地域資源の保全、管理、調査研究に関する事業  

  （２）学校や地域における教育・学習活動に関する事業 

  （３）ジオツーリズムによる持続的な地域振興に関する事業 

  （４）ジオパークに関する情報発信や普及啓発に関する事業 

  （５）その他、目的を達成するために必要な事業 

 ③組織 

  協議会の会員は、正会員、賛助会員、特別会員及びひだこどもジオ会員とし、

正会員及び特別会員が協議会を構成する。 

 ④役員 

  会長１名、副会長若干名、理事若干名、監事２名 

 ⑤事務局 

  高山市奥飛騨温泉郷村上 1689－3 
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５.平成 31 年度事業実績報告 

 

 飛騨山脈ジオパーク構想エリア内の地球科学的な要素を基本として、歴史文化の紹介を

含めたジオトレックマップやジオドライブマップを作成し、地域や会員の方々への可視化と観

光客へのジオパーク啓発を目的として作成した。 

また、岐阜県中部山岳国立公園活性化推進協議会の協力のもと屋外看板の設置や、高

山市広報へジオ紹介コーナー、出前講座、ジオ探訪ツアーの開催など、会員の方々と連携

を取りながら事業を進めてきた。 

 

 令和元年度の主な事業 

 （１）協議会活動 

 ・飛騨山脈ジオパーク推進協議会総会 ５/２１ 

 ・運営委員会 ４/２５、７/１１、１０/２９、１/３１、３/１９ 

 （２）地域活動 

 ・名峰槍穂高誕生物語トークショー  参加者１８０名 

 ・山岳ライター小林千穂と行く西穂丸山ジオツアー  参加者２２名 

 ・日本最古の化石発見物語講演会  参加者４２名 

 ・焼岳近況説明会「焼岳周辺の地震火山活動」  参加者３０名 

 ・一人乗り電気自動車ジオ探訪ツアー 参加者１０名 

   ・奥飛騨温泉郷砂防ジオツアー  参加者２０名 

   ・地球科学基礎講座「飛騨山脈と奥飛騨温泉郷」  参加者２０名 

 ・広報たかやまジオサイト掲載 計１０回 

 ・笠ヶ岳横縞模様の紹介看板、主要施設のジオサイト紹介看板などの設置 

   ・ジオトレックマップ＆ジオドライブマップの作成 

 ・出前講座 ４～３月 １７回開催、参加者述べ３４４人 他 

 （３）調査活動 

 ・年代測定 飛騨外縁帯凝灰岩層、大雨見山層群の U-Ｐｂ法年代測定 

 ・現地調査 焼岳、日本最古の化石発見地岩坪谷、五色ヶ原ゴスワラ新コース 

 （４）研修活動 

 ・日本ジオパーク委員会関連の研修会参加 

 ・近隣ジオパークへの視察研修 他 

 

  ※令和２年３月末会員数 団体会員 20、個人会員 85 
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  名峰槍穂高誕生物語トークショー     小林千穂さんと行く西穂丸山ジオツアー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 乗鞍山麓五色ヶ原の森ゴスワラコース調査    乗鞍山麓五色ヶ原の森 コケ研修会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     焼岳火山防災現地調査             焼岳噴火避難訓練 
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  １人乗り電気自動車ジオ探訪ツアー   地球科学専攻大学生日本最古の化石産地巡検 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   笠ヶ岳の横縞模様紹介看板       新穂高山楽フェスティバル紹介パネル展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上宝町・奥飛騨温泉郷関係者意見交換会      丹生川町関係者意見交換会 
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「乗鞍スカイライン早期開通事業」について 

 

１．事業概略  

   冬期閉鎖中の（主）乗鞍公園線を利用し、ゴールデンウイーク中に夫婦松駐

車場までバス、タクシー及び望岳台までの徒歩通行を可能とすることで、乗鞍

岳への入り込み客の増加等並びに地域の活性化を図る。 

 

２．実施主体   高山市 

 

３．協力団体   乗鞍エンジョイプロジェクト協議会 

 

４．実施期間   ４月２７日～５月１２日 

 

５．区  域   （主）乗鞍公園線の国道１５８号交差部から望岳台まで 

 

６．実施内容  

   夫婦松駐車場までの車両の通行及び望岳台までの徒歩による通行を可能する

ことで乗鞍岳への入り込み客の増加を図る。 

 

７．通行車両等 

   通行車両等は、貸切バス、乗車定員１１人以上の自家用バス、タクシー、自

転車及び徒歩とする。 

 

８．事業実績 

  〇開催日 

   ・４月２９日（月）～６日（月）、１１日（土）、１２日（日） 計１０日間 

    ※計画されていた４月２７日、２８日は通行止めにより中止 

  〇入込実績 

   ・３３４人（Ｈ３０：５日間、３９６人） 

 

 

 

 

 

参考資料２ 
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